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市長の手控え帖

　

古
賀
政
男
は
、
１
９
0
４
年
、
福
岡
県
大
川

市
に
生
ま
れ
る
。
早
く
に
父
を
亡
く
し
、
９
歳

で
長
兄
を
頼
り
朝
鮮
へ
渡
る
。
だ
が
兄
の
態
度

は
冷
た
か
っ
た
。
辛
さ
に
耐
え
る
母
、
優
し
い

姉
と
ひ
っ
そ
り
暮
ら
し
た
。
後
年
、
故
郷
や
母
、

姉
の
話
に
な
る
と
泣
い
た
と
い
う
。
故
郷
を
喪

い
、
姉
も
遠
く
へ
嫁
い
で
い
く
。

　

「
花
摘
む
野
辺
に
日
は
落
ち
て　

み
ん
な
で

肩
を
組
み
な
が
ら
…
。
ひ
と
り
の
姉
が
嫁
ぐ
夜

に　

小
川
の
岸
で
さ
み
し
さ
に　

泣
い
た
涙
の

な
つ
か
し
さ
…
」。
西
條
八や

そ十
の
詩
に
哀
愁
の

メ
ロ
デ
ィ
ー
が
の
る
。

　

兄
の
許
し
を
得
て
商
業
高
校
へ
。
そ
の
頃
、

仲
の
良
か
っ
た
四
兄
が
、
マ
ン
ド
リ
ン
を
買
っ

て
く
れ
た
。
た
ち
ま
ち
虜
に
な
り
、
鬱う

っ
く
つ屈
し
た

日
々
を
癒
し
て
く
れ
た
。
卒
業
後
、
大
阪
に
就

職
し
た
が
、
進
学
の
志
は
捨
て
き
れ
な
か
っ
た
。

身
の
回
り
の
物
だ
け
持
っ
て
上
京
。
首
尾
よ
く

明
大
に
入
学
し
、
早
速
マ
ン
ド
リ
ン
倶
楽
部
を

結
成
し
た
。
音
楽
院
で
ギ
タ
ー
や
マ
ン
ド
リ
ン

を
教
え
、
生
活
費
を
稼
ぐ
。

　

卒
業
が
せ
ま
る
が
、
世
は
不
況
の
ど
ん
底
。

将
来
へ
の
不
安
と
失
恋
。
苦
悩
の
な
か
旅
に
出

る
。
蔵
王
の
麓ふ

も
と

、
青
根
温
泉
に
投
宿
。
何
か
に

導
か
れ
る
よ
う
に
谷
間
を
降
り
、
剃か

み
そ
り刀
を
喉
に

あ
て
る
。
流
れ
る
血
を
押
さ
え
、
ふ
と
顔
を
あ

げ
る
と
、
山
の
間
に
消
え
行
く
夕
陽
が
見
え
た
。

死
へ
の
誘
惑
と
美
し
い
夕
陽
。そ
の
年
の
秋
「
ま

ぼ
ろ
し
の　

影
を
慕
い
て　

雨
に
日
に　

月
に

や
る
せ
ぬ　

我
が
想
い
…
」
が
生
ま
れ
る
。

　

「
白
雲
な
び
く
駿
河
台　

眉
秀
で
た
る
若
人

が　

撞つ

く
や
時
代
の
暁あ

け

の
鐘
」。
校
歌
が
響
く
。

先
々
月
、
明
治
大
学
マ
ン
ド
リ
ン
倶
楽
部
の
演

奏
会
が
開
か
れ
た
。
満
席
の
中
、
幕
が
あ
が
る
。

学
生
服
姿
の
若
人
に
大
き
な
拍
手
。
マ
ン
ド
リ

ン
倶
楽
部
の
創
設
者
、
古
賀
政
男
の
薫く

ん
と
う陶
を
受

け
た
指
揮
者
の
タ
ク
ト
が
振
ら
れ
る
。

　

荒
井
由
実
や
サ
ザ
ン
オ
ー
ル
ス
タ
ー
ズ
の
曲

に
続
き
、
望
郷
の
古
賀
メ
ロ
デ
ィ
ー
。『
緑
の
地

平
線
』『
誰
か
故
郷
を
想
わ
ざ
る
』。
何
度
聴
い

て
も
胸
が
熱
く
な
る
。
青
春
の
輝
き
を
軽
快
な

リ
ズ
ム
に
刻
ん
だ
『
丘
を
越
え
て
』。
そ
し
て

古
賀
の
原
点
『
影
を
慕
い
て
』
を
、
テ
ノ
ー
ル

歌
手
が
哀
愁
を
込
め
、
切
々
と
歌
う
。

　

後
半
は
一
転
し
て
、
ブ
ル
ー
の
ジ
ャ
ケ
ッ
ト

に
身
を
包
み
、
世
界
の
曲
を
奏
で
る
。
ジ
ャ
ズ

・
映
画
音
楽
・
イ
タ
リ
ア
民
謡
・
ラ
テ
ン
メ
ド

レ
ー
。
心
躍
る
名
曲
の
調
べ
に
、
ブ
ラ
ボ
ー
の

声
が
相
次
ぐ
。
ア
ン
コ
ー
ル
に
は
、
総
立
ち
で

割
れ
る
よ
う
な
拍
手
。

　

感
傷
的
な
音
色
の
マ
ン
ド
リ
ン
に
、
エ
レ
キ

や
ド
ラ
ム
、
パ
ー
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
取
り
込
み
、

よ
り
多
彩
に
、
よ
り
華
や
か
に
な
っ
て
い
る
。

伝
統
を
守
り
、
新
た
な
分
野
に
挑
戦
す
る
マ
ン

ド
リ
ン
倶
楽
部
の
演
奏
を
十
分
堪
能
し
た
。

　

古
賀
の
才
能
を
認
め
る
人
の
仲
介
で
、
日
本

コ
ロ
ム
ビ
ア
に
入
る
。
正
規
な
音
楽
の
勉
強
を

し
て
い
な
い
。
は
た
し
て
、
プ
ロ
と
し
て
通
用

す
る
の
だ
ろ
う
か
。
だ
が
、音
楽
的
感
性
は
研

ぎ
澄
ま
さ
れ
て
い
た
。『
酒
は
涙
か
溜た

め

息
か
』
が

で
き
た
。
さ
あ
歌
い
手
は
。
そ
こ
に
東
京
音
楽

学
校
の
学
生
が
あ
ら
わ
れ
た
。

　

慶
応
出
の
青
年
は
、
明
朗
で
歯
切
れ
が
い

い
。
美
し
い
声
の
響
き
と
音
程
の
確
か
さ
、
卓

越
し
た
表
現
力
。
藤
山
一
郎
と
の
出
会
い
だ
っ

た
。
暗
く
哀
し
い
曲
を
、
感
情
を
押
さ
え
、
呟つ

ぶ
や

く
よ
う
に
歌
う
。『
丘
を
越
え
て
』『
東
京
ラ
プ
ソ

デ
ィ
』『
影
を
慕
い
て
』。
こ
こ
に
「
昭
和
歌
謡
」

最
強
の
コ
ン
ビ
が
生
ま
れ
る
。

　

し
か
し
、
二
人
に
は
確
執
も
あ
っ
た
。
藤
山

は
、
古
賀
の
日
本
人
の
心
を
揺
さ
ぶ
る
多
彩
な

メ
ロ
デ
ィ
ー
に
驚
嘆
し
た
。
一
方
で
、
型
に
は

ま
ら
な
い
旋
律
と
、
鋭
敏
な
感
受
性
が
生
み
出

す
独
特
の
世
界
に
、
入
っ
て
い
け
ば
い
く
ほ
ど

違
和
感
を
覚
え
た
。
大
衆
の
心
に
寄
り
添
う
古

賀
と
、
芸
術
性
も
追
求
す
る
藤
山
。
歌
謡
界
に

そ
び
え
る
二
大
山
脈
は
、
個
性
の
ぶ
つ
か
り
の

中
で
作
ら
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

古
賀
を
貫
く
情
念
は
「
寂
し
さ
」
と
「
哀
し

さ
」。
古
賀
は
伝
記
に
「〝
古
賀
メ
ロ
デ
ィ
ー
〞

よ
、
さ
よ
う
な
ら
」
と
書
い
た
。
哀
し
み
の
歌

ば
か
り
で
は
不
幸
だ
。
も
っ
と
幸
せ
な
歌
を
歌

っ
て
明
る
く
生
き
る
べ
き
だ
と
。
だ
が
、
生
き

る
と
は
哀
し
み
を
背
負
う
こ
と
。
今
後
も
古
賀

メ
ロ
デ
ィ
ー
は
歌
い
継
が
れ
て
い
く
だ
ろ
う
。

「
明
大
マ
ン
ド
リ
ン

　
　
　
　

倶く

楽ら

部ぶ

と
古
賀
政
男
」


